
チャハル地方現地調査報告
―スウェーデン伝道団の活動拠点あとをたずねて―

二　木　博　史

　2019年8月に桜美林大学の都馬バイカルさんに内モンゴル自治区のチャハル地方の、か

つてスウェーデンの宣教師たちが活動の拠点にしていたいくつかの場所を案内していただ

いた。同氏が代表をつとめる科学研究費プロジェクト「スウェーデンモンゴルミッション

の研究」にわたしも研究分担者としてなまえをつらねているので、同プロジェクトの一環

として、スウェーデンの宣教師たちが根拠地をかまえた地を実際におとずれて、どのよう

な環境のなかでキリスト教の伝道、教育・医療活動がなされたのかを確認するのが目的で

あった。内モンゴルにおけるスウェーデン宣教師の活動の概要、ハローンオス、ハダン・ス

ム、ドヨン、チャイルト（グル・チャガーン）などにおかれた宣教の拠点については、本誌

の前号に掲載されたバイカルさんの論文にくわしい 1。

　スウェーデン宣教団による内モンゴルへの伝道活動は万里の長城の主要なゲートである

張家口（Zhangjiakou）からはじまったので、このまちのさきにあるモンゴル地域といえば、

チャハル地方ということになる。うえの4か所の宣教所はすべてチャハル地方にふくまれ

る 2。宣教所の場所の選択には、交通の便がよいか、土地が容易に取得できるか、モンゴル

人コミュニティーと行き来できるか、安全かどうか、などが考慮されたと想定される。こ

れらの問題を現地調査でいくらかでも解明できればさいわいだと、出発まえにおもった。
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1 都馬バイカル「スウェーデンのモンゴルミッションについて」『日本とモンゴル』138号（2019
年3月）, pp.92-101.

2  F.A.ラルソン著、高山洋吉訳『蒙古風俗誌』（改造社 , 1939年）に「スウェーデン＝蒙古伝道協
会は1900年直後張家口（カルガン）の北で活動を開始した、――彼等は今では三箇所の駐屯
所と九箇所の伝道所とを有っている」（p.238）とあるが、後半部分は完全な誤訳である。原文
は、 “three mission stations and nine missionaries working in Inner Mongolia” （Frans August Larson, 
Larson - Duke of Mongolia, Alcester: Read Books, 2013, p.298）なので、「3か所の伝道所と9名の
宣教師」と訳さなければならない。この高山洋吉の翻訳（ドイツ語版からの翻訳とおもわれ
る）は、きわめて杜撰で、ほとんど役にたたない。たとえば、うえに引用したページのつぎの
ページには「ピングの伝道所は張家口（カルガン）を根城にして幾年も蒙古で活動していた」
という一節がある。原文をみると“The Pentecostal Mission has conducted work in Mongolia from 
their headquarters in Chang-peh for a number of years” （p.299）であるから、「ペンテコスタ派の宣
教師は張北（Zhangbei）にある本部を中心としてモンゴルで何年も活動している」とでも訳す
べきであろう。筆者はドイツ語版をみていないが、高山訳の「ピング」は、英語のPentecostal 
Missionに相当するドイツ語pfingstliche Missionの最初の部分をカタカナにしたものと想像さ
れる。



またわたしは、同プロジェクトのなかで、F.A.ラーション（Larson）（1870-1957）の活動を

しらべるという課題を課せられているので、この興味ぶかい人物の事績についての何らか

の情報をえたいとおもった。ラーションは最初アメリカの宣教団（Christian and Missionary 

Alliance）に所属し、そのあとイギリスの聖書協会（The British and Foreign Bible Society）の

一員として内外モンゴルで聖書の頒布、販売などをおこなっていたが、途中からいわば“フ

リーランサー”となって、牧場経営、貿易、外国の調査隊に対するコーディネートなど、宗

教活動以外のさまざまな活動に従事した。かれがつくりあげた特別な人脈はモンゴル現代

史の重要な局面で利用された。今回の調査予定地にはラーションの内モンゴルでの経営拠

点もふくまれていた。

　また、ちょうどわたしは、日本の陸地測量部が測図して参謀本部が刊行した10万分の1

地図、いわゆる「外邦図」の研究で別個に科研をすすめているので、日本軍がつくったこの

地域の地図を持参して、調査地の地名、景観などをふるい地図上で確認する作業も同時に

おこなうことをめざした。

　8月9日（金）の早朝の飛行機で北京からシリーンホトにむかった。空港でバイカルさん

がでむかえてくれた。わたしは、シリーンホトははじめてなので、濛锡雅（Mengxiya）ホテ

ルで朝食のあと、有名なベイスィーン・スム（Beyise-yin süm-e, モンゴル語の正式の名称は

Bandida gegen süm-e, 漢語名は貝子廟［Beizimiao］）を見学した（写真1）。かつては東アバハ

ナル旗に属した旧シリーンゴル盟最大の寺院で、ハルハ、ダリガンガ、バルガの諸地域か

ら僧侶たちがあつまる学問寺であったということで、わたしはまえから一度いきたいとお

もっていた。かつては、町の郊外にあったが、いまは市内に位置する。それだけ、市域がひ

ろがったということだ。

　1943年に調査し貴重な記録をのこした長尾雅人によれば、他の寺院のおおくがチベッ

トのデプン寺ゴマン学堂系の学問をしているのに対し、この寺院はセラ寺系の学問をおこ

なっていた。1768年に乾隆帝から下賜された扁額には4言語で寺院名がしるされていた 3。

清代の扁額をかけることは、寺院の由緒ただしさをしめす基本的な手段である。この寺院

の場合も、復元した扁額が本堂にかかっている（写真2）。ひだりから、マンジュ語（Sain be 

wesihulere juktehen）、モンゴル語（Sayin-i erkilegči süm-e）、チベット語（Dge ’phel gling）、漢

語（崇善寺）となっていて、マンジュ語の地位がたかい 4。
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3  Na. Bökeqada, Sili-yin γool-un süm-e keyid, Qayilar: Öbör Mongγol-un soyol-un keblel-ün qoriy-a, 
1999, p.269.

4  1943年当時の扁額は、長尾雅人の本に掲載されている。長尾雅人『蒙古学門寺』中公文庫 , 
1992, p.122.



　この寺院は文化大革命中に相当破壊され、現在みられるすがたは、復元の作業の結果だ

という。寺院のうらての13オボーは、バイカルさんの説明によると、長尾雅人の本にのっ

ている写真を参考にして復元したという。

　本堂のうらての奥の堂にまわると、五体投地をしている婦人たちのすがたもみることが

できる。民族はいろいろで、漢人もいる。経典をせおって寺のまわりをまわると功徳をほ

どこすことになるという。背中にせおうための経典がいくつもおいてある。有名寺院なの

で観光客や参拝者はたいへんおおい。ただ、境内で仏教と関係のないダンスを集団でおどっ

ているのは、なんとも場ちがいだ。

　10時に寺院をあとにして、ショローン・フフ・ホショー（正藍旗）にむかった。5年まえ

の2014年の春、北京の人民大学でサイチンガー生誕100年の会議に出席したあと、やはり

バイカルさんといっしょにくるまで万里の長城をこえてこの旗をおとずれたことがある

が、今回は北からのルートでおなじ場所をめざすことになった。くるまの運転をしてくだ

さったのは、同旗で高校の校長をつとめたトゥムルスフ先生である。

　市内をでて、まもなくシリ河（Sili-yin γool）をわたった。シリーンゴル盟という名称のも

とになった河にしては、ちいさい河だ。南流する河がおおいなかで、このシリ河は北の方

向へながれるところに特徴がある。

　張家口（Zhangjiakou）へむかう道路は鉄道と平行にはしっている。地図をみると、一部

アバガ旗の東端をかすっている。シリーンホトから30キロぐらいの地点に、あたかも山の

うえ半分が切断されて下の部分のみのこったような、特徴のある山がいくつかつづく。火

山活動の結果できた地形で、漢語では平頂山（Pingdingshan）、モンゴル語ではArγali ang-un 

aγulaという（写真3）。ここで、かつてはシリーンゴル10盟の会盟がおこなわれたそうだ。

　昼食のあと、アルタン・シレート湖のほとりにあるサインチョグト記念館をめざした。

サンギーン・ダライのすこしてまえで、西にまがりナルト・ソム方面にむかう。アルタン・
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写真 1　貝子廟本堂 写真 2　貝子廟本堂の扁額



シレート湖のほとりにつくられたサインチョグト記念館は内モンゴル近代文学の創始者と

評価されるサインチョグト（サイチンガー）関係の資料をかなりあつめており、図書も充

実している 5。

　デムチグドンロブ王（徳王）の宗教上の師で、インド経由でアメリカにわたったあとは、

モンゴル伝統医学の紹介に尽力したバト・チョルジ・ラマ（1918-1991）を記念してたてら

れた仏塔が湖の対岸にみえる。このストゥーパをみたあと、ドイツのボン大学でW.ハイ

シッヒのもとで研究に従事したMagadbürin Haltod （1917-1978） の顕彰碑も見学した。漢

語、英語のほかに日本語でも「著名な辞書学者、モンゴル語と西洋との橋架けのパイオニ

ア」ときざまれている（写真4）。ここで「著名な辞書学者」とよばれているのは、1953年

に香港でMongol-English Practical Dictionaryを出版し（2017年にバイカルさんがフフホト

で新版を出版）、F.D. LessingやC.R. Bawdenのモンゴル語－英語辞典の編纂でも特別な役

割をはたしたからである。モンゴル古地図にでてくる地名のインデックス（Mongolische 

Ortsnamen: Aus mongolischen Manuskript-Karten, Wiesbaden, 1966）も代表的な著作で、わた

しはよく利用する。

　ジャガスタイ湖の北にある寺院（Jiγasutai-yin süm-e）も見学した。このあたりの地名のも

とになっているジャガスタイ湖は、いまはかなり水量がへり縮小してしまったが、かつて

は2倍ぐらいのおおきさであったことは、1941年5月に日本軍が空中撮影して作製した地

図『ヂャークスタイスーム』（北支那十万分一図　壱参ワ一九二 , 参謀本部 , 1941年 , 軍事機

密）（地図1）から確認することができる。現在のジャガスタイ湖の画像（写真5）とくらべ

ると、ちがいがよくわかる。

　陸地測量部はこの地域で最初1912年に秘密測量の方法で測図し、1913年には製版を完
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写真 3　平頂山 写真 4　M. ハルトード顕彰碑

5  サイチンガーについては、都馬バイカル『サイチンガ研究』（論創社 , 2018年）参照。



了した。そのご1934年に方眼がかきいれられ、同年、参謀本部から『藍旗』（仮製北支那

十万分一図　多倫諾爾十七号）（秘）として刊行された。当時は、正藍旗の衙門がいまのナ

ルト・ソムの東にあったことが地図上の記載から確認できる。サイチンガーはこのまちに

あった小学校にかよった。この旧ナルト（東ナルト）は、いまは草原になっている。道路が

べつの場所をとおるようになったため、放棄されたという。同地図には、「イーカンノール

（ホルトノール）」というおおきな湖と「ホルトスーム」という寺院（湖の東岸）もえがかれ

ている 6。ホールト・ノール（Qoγolatu naγur）は、いまもあるので、くるまでいこうとおもっ

たが、湿地帯がひろがっていてアクセスしにくいというし、日もくれてきたので、断念した。

　この日は旗の中心のドンド・ホト（上都鎮）にとまった。

　翌8月10日（土）は、あさ8時50分に出発した。ショローン・フフ旗出身のバイカルさん

が、現在の同旗の成立のプロセスについて説明してくれる。清代のもともとの正藍旗にく

わえ、タイボス右翼旗の全部、ミャンガン旗の一部がいまの正藍旗を構成している。その

ほか、アジャー・ゲゲーン、ガンジョールワ・ホトグトなどドローンノールの14活仏のシャ

ビナル（寺領民）、さらにはマンジュ人の王族粛親王の領民など、さまざまな集団もこの旗

にくわわっている。

　ボショーダイ湖をひだりがわ遠方にのぞみながらすすむ。1937年に牛群旗と羊群旗を

統合してミャンガン旗をつくるときに、旗の中心をこのボショーダイ湖の北においたとい

う 7。
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地図 1　『ヂャークスタイスーム』 写真 5　現在のジャガスタイ湖

6  ホールト寺については、つぎを参照。Na. Bökeqada, 前掲書 , pp. 283-285.なお湖のなまえ
QoγolatuをQoolituとしている文献もある。

7  Jangčib, “Uul-un Mingγan qosiγun-u teüke-yin toyimo bayidal,” Siluγun Köke qosiγun-u soyol teüke-
yin matêrial-un emkidkel, Vol. 2, 2017, p.169.



　なお江上波夫や竹内幾之助ら東亜考古学会の調査隊が、1931年7月にボショーダイ湖（ボ

シャト・ノール）、シャル湖、チャガーン湖、シレート湖、ジャガスタイ湖のコースをすす

み貴重な考古学、民族学の記録をのこしている 8。

　わたしたちの目的地は1924年から1942年までスウェーデン人宣教師たちの拠点のひと

つがあったドヨンである。ドヨン山は文献には、Doyon qayirqanのほかにDoyong qayirqan

とかYeke Doying qayirqanなどともかかれており 9、その表記にはゆれがある。この山はいま

地元ではエンゲル・ハイルハン（Engger qayirqan）とかイフ・ハイルハンともよばれる（写

真6）。この山をめざして、すこしずつ勾配をのぼっていった。よっつあるシャル湖のひと

つをひだりにみながらすすむ。

　かつて山のふもと（東北方面）にあった、ミッショナリーのすんでいた建物はまったく

のこっていないが、だいたいこのあたりにあったということで、写真をとった（写真7）。

バイカルさんの論文には「ドヨン宣教所」の写真がはいっている 10。樹木のはえた状態など、

景観はいまとよくにている。スウェーデンからミッショナリーの関係者がいまでもおとず

れることがあるそうだ。かれらと交流があるという一軒のいえにはいってお茶をごちそう

になった。アルバムもみせてもらい、ふるい写真を接写した。

　このちかくには、1950年代までエンゲル寺（Engger-ün süm-e）があった。エンゲル寺の

歴史についてかいた文章のなかには、「ドローンノールのガンジョールワ活仏がエンゲル
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8  『蒙古高原横断記』朝日新聞社 , 1937年 , pp.143-150.
9  Güntüb, “Yeke Doyon qayirqan,” Güntüb-ün ǰokiyal-un čiγulγan, Qayilar: Öbör Mongγol-un soyol-un 

keblel-ün qoriy-a, 2012, pp.879-892. 前掲Jangčib論文, p.167. Ariγungγov-a, “Yeke Doying qayirqan-u 
oboγ-a,” Silaγun Köbegetü Čaγan qosiγun-u takilγ-a-tu oboγ-a, Qayilar: Öbör Mongγol-un soyol-un 
keblel-ün qoriy-a, 2013, pp.136-146. なお、グントゥブとアリョーンゴワの著書はバイカルさん
が提供してくださった資料である。

10  都馬バイカル , 前掲論文 , p.98. 

写真 6　ドヨン・ハイルハン山 写真 7　ドヨン宣教所附近



寺のちかくに難をさけるための別院をおいていた」という一節があり 11、比較的安全な場

所とかんがえられていたようだ。このような条件がスウェーデン宣教団の伝道所がおかれ

たひとつの要因になったかもしれない。

　ドヨン・ハイルハンのオボーをみにいった。みっつのオボーが、すこし間隔をおいて東

西の方向にならんでいる。この場所は、むかしは正藍（ショローン・フフ）旗と鑲白（フブー

ト・チャガーン）旗の境界であったし、いまも正藍旗と白旗のさかいである。したがって、

宣教所がおかれた場所は、いまは行政的には、正藍旗にふくまれる。

　白旗の作家協会のエルデネトグトホさんの説明によると、3オボーのうち、西がわ（写

真8）のは鑲白（フブート・チャガーン）旗、中央（表紙写真）のは正藍旗、東がわ（写真9）

のは羊群（Qoničin）旗のオボーだという。中央のオボーについては、ボルノードなど氏族（オ

ボグ）のオボーという説、東がわのオボーはチャハル・ゲブシ・ロブサンチュルテムがたて

たという伝承もあるという。白旗のオボー祭祀について専論をあらわしたアリョーンゴワ

は、みっつのオボーをそれぞれ鑲白旗（西オボー）、正白旗羊群（中央オボー）、ハシギロー

ド（Qaskirud）氏（東オボー）12のひとびとがまつってきたとし、西がわの“シャル・オボー”

（Sir-a oboγ-a）についてはチャハル・ゲブシが1804年にたてたと断定している 13。他方、グ

ントゥブはチャハル・ゲブシが正白旗の羊群のひとびとのためにオボーをたてたと記述し

ている 14。グントゥブが引用するチャハル・ゲブシの伝記の記述を原文にあたってしらべ

てみたところ、たしかに“正白旗の羊群”とでてくるので 15、この場合はグントゥブの記述

がただしい。オボーの名称と位置が資料によってくいちがうのは、オボーの破壊と再建が

くりかえされてきたことと関係があるとおもわれる。オボー祭祀は氏族集団の祭祀の痕跡

をのこしているという意味で重要な研究対象だが、このドヨン・ハイルハンのオボー群は

さまざまな集団のオボーが併存しているので、とりわけ興味ぶかい。
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11  Na. Bökeqada, 前掲書 , p.360.
12  qaskirはオオカミを意味する古語だという。氏族名にはQaskirčudもある。Š. Düngsig, Čaqar 

Mongγol oboγ-un čiγulγan, Chifeng: Öbör Mongγol-un Sinǰilekü uqaγan têknig mergeǰil-ün keblel-ün 
qoriy-a, 2009, pp.184-185.

13 Ariγungγov-a, 前掲書 , p.138
14 Güntüb, 前掲書 , p.886.
15 オリジナルの木版本の画像とキリル文字に翻字したテキストがオラーンバータルで刊行さ

れている。木版ではYeke Doyonとなっている箇所（IV, 76v.）を、キリル文字になおすとき
にあやまってИх төдとしてしまっている。Luvsansamdüvnyam, Getelgegch deed lam adiltgal 
ügüi achit bogd Sumadishilashribadragiin gegeenii yörönkhii zokhiol namtriig tovchiin tödii ögüülsen 
süsgiin lyankhuag möshöölgögch narnii gerel deed möriig giigüülen üildegch khemeegdekh orshiv, 
Ulaanbaatar: Bembi san, 2010, pp.196, 491.



　オボーの祭壇は、オボーをまつっている集団の方向をむいているべきだという。実際に

観察してみると、西がわのオボーの祭壇は南むきで、中央と東のオボーは東をむいている。

みっつのオボーにはべつべつの守護神（サヒョース［sakiγusu］）がやどっているという。オ

ボーのところから西方をみおろすと、みぎがわにイフノール、ひだりがわにバガノールと

いうふたつの湖がのぞめる。

　陸地測量部が1939年に測量し、参謀本部が翌年に刊行した『廂白旗』（蒙古十万分一図　

西八行北五段　多倫二十三号）（軍事極秘）という地図のコピーをもってきていた。この地

図では「北シャラノール」と「エッヘノール」（＝イフノール）のあいだに「エフハエルハン

オボー」（＝イフ・ハイルハン・オボー）と「ウングルスーム」（＝エンゲル・スム）という地

名がしるされ、しかも「エフハエルハンオボー」のところには、みっつのオボーが東西にな

らぶかたちでえがかれている（地図2）。この時期に日本軍が作製した軍事地図は精度がた

かいとされているが、それを証明するかたちになっている。

　食事のあと、ボル・トルゴイ寺（Boro toloγai-yin süm-e）をおとずれた（写真10）。修復中

であった。1721年にたてられた、もともとはフブート・チャガーン旗のホショー寺院で 16、

上記の参謀本部の地図にものっている。

　チャハル・ゲブシ・ロブサンチュルテムが住したチャガーン・オール寺はここからさら

に北の丘陵（mangq-a）のなかにある。かつては、堂がななつかぞえられたというが、いま

はたてものの礎石がのこっているくらいで、ほかにはほとんどなにものこっていない。文
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写真 8　西がわのオボー 写真 9　東がわのオボー

16  Na. Bökeqada, 前掲書 , p.313.



化大革命中の1968年に破壊され、一時は軍部隊が駐屯していたという。ここは1947年か

ら1949年のはじめまでチャハル盟政府の所在地だったということで、立派な記念碑（写真

11）がたてられているが、モンゴルの文化史上特筆されるべきチャハル・ゲブシについて、

あるいはここで印刷されたモンゴル語木版本についてのいかなる説明もないのは残念な気

がする。オボーより東の方向をのぞむと、砂地の丘陵が延々とつづき、はるかとおくにド

ヨン・ハイルハンがのぞめる。
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地図 2　『廂白旗』（多倫二十三号）参謀本部 , 1940 年 .



　つぎにおとずれたのはブルド寺（Büridü-yin süm-e）（写真12）である。比較的もとのまま

の状態がのこっているかずすくない寺院のひとつとされる。ちょうど法要中であった。

　この日の最終目的地は1922年から1943年まで「グル・チャガーン宣教所」がおかれて

いたチャイルト（Čayirtu）である 17。かつてやまのふもとに宣教師たちの施設がおかれて

いたが、いまはなにものこっていない。施設があったとされる場所の現在の写真をとった

（写真13）。ここでは、3名の宣教師がなくなった。やまのうえには6基のはかがある（写真

14）。

　途中の道路が改修中で、フブート・シャル旗の中心シンボラグ（Sinebulaγ）についたのは、

よるの8時50分だった。旗の統一戦線部のゲレルト氏がでむかえてくれた。食事の場所は

まちのそとということで、すこし移動した。同旗の政治協商会議による招宴で、10名ぐら

いとテーブルをかこんだ。地元の名士があつまっていた。このホショーは人口（3万）のわ

りに多数の博士号取得者を輩出したのが自慢で、それについての本まででている。この地

域のひとたちが教育に熱心なことの背景のひとつとして、この地で外国人の宣教師たちが

おこなった文化活動、とくに教育事業が関係している可能性は十分にある。

　現在のフブート・シャル旗の領域は、もともとの清代の領域とくらべると4分の1にすぎ

ないという。本来万里の長城に接していたが、いまはおおくの地域が行政的には河北省に

属している。
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17  当時の写真は、都馬バイカル , 前掲論文 , p.98.

写真 10　ボル・トルゴイ寺 写真 11　旧チャハル盟政府記念碑



　8月11日（日）の午前中は、まずハダン・スム（Qadan süm-e）をめざした。エレーン（Eriyen, 

漢語名は二連［Erlian］）にいたる道路をすこしすすみ、ひだりにまがる。西スニド旗とのさ

かいにちかい場所だ。最初の宣教所であるハローンオスをおわれたスウェーデン・モンゴ

ル・ミッション（Svenska Mongolmissionen, 略してSMS）の宣教師たちが、北方のハダン・

スムにたどりついたのは、1927年のことだという 18。すでにつかわれなくなっていた寺院

のたてものを入手して、翌年にはハローンオス宣教所のたてものを解体して資材をハダン・

スムにはこんだ。バイカルさんによると、ここはハローンオスと同様、SMSの出版事業の

拠点になったそうだ。

　ハダンとは「岩の」という意味だが、文字どおり岩山がそびえ（写真15）、そのふもとに

諸施設がおかれた。岩山の山腹にあったという寺院はいまは、レンガの破片しかのこって

いない。SMS関係のたてものもまったく現存していない。モンゴル語の活版印刷がおこな

われていたので、いまでも草原に活字がおちていることがあり、バイカルさんはそれらを
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写真 12　ブルド寺

写真 14　宣教師らの墓地

写真 13　グル・チャガーン宣教所附近

18  都馬バイカル , 前掲論文 , p.99.



収集している。

　このあたりは、フブート・シャル旗とスニド右旗の境界にちかく、いわば中心からはず

れた周縁的な場所にあるが、他方で当時の主要な交通路からはちかく、良好な条件をそな

えていたとおもわれる。

　ハダン・スムの北東、約3キロの場所にある、ラーションの夏の居住地チャガーン・フレー

があった場所に移動した。もともとはチベット僧が3名すむチベット様式の寺があったが、

ラーションが1930年代のはじめにたてものをかいとったときには、廃寺になっていたとい

われる。良好な草原のなかにあり、1960年代までは野生動物がたくさんいたという。郷土

史家のボヤントグトホさんによると、このチャガーン・フレーは西スニドと旧ホニチン（羊

群）旗のさかいに位置し、張家口からイフフレー（オラーンバータル）へいたる街道や電信

線がちかくをとおる交通の要衝であった。山の斜面に位置したたてものそのものはのこっ

ていない。山のいただきには祭祀用のオボー（Čaγan oboγ-a）がみえる（写真16）。

　　

　

　このチャガーン・フレーとはべつに、「ホニチン右翼のひとびとがまつる“ボーラル・ホ

チャ”オボーのあるボグド・オール・ハイルハン（Boγda aγula qayirqan）山」のちかくにラー

ションの牧場があり、宿泊施設も付設されていたという 19。かれはおおくのモンゴル人を

やとって家畜の世話をさせていた。チャハルのひとびとはラーションを“ラン先生”とよ

んだという。

　そのあとむかったのは、ハヤンヒルワー寺院である。康熙37年（1698年）創建で最盛時

にはいつつの学堂、2000名の僧侶を擁する内モンゴルでも有数の学問寺であった 20。一度
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写真 15　ハダン・スムあと 写真 16　チャガーン・フレーあと

19 Γo. Buyantoγtaqu, “Qari-yin šasintan Lharasun buyu ongγon Qoničin-u Čaγan küriy-e süm-e,” 
Köbegetü Sir-a, 2015, No.2. 

20  Lhsürüng, Yeke tusatai keyid — Qayangkiru-a, Qayilar: Öbör Mongγol-un soyol-un keblel-ün qoriy-a, 
2014, pp.39-43.



完全に破壊され、比較的最近になって再建された。“ゲスグイ”の学位をもち、医学もまな

んだというアルタンゲレル師が寺について説明してくれた（写真17）。現在、僧侶のかずは

10数名だそうである。この寺院が有名なのは、モンゴル語版大蔵経のうち『ダンジョール』

（論部）225巻を所蔵していたことである。1958年に、内モンゴル各地で古文献の収集をし

ていた内モンゴル歴史言語研究所のドロンガが、この寺院に『ダンジョール』が所蔵され

ているという情報をききつけ、寺宝をてばなすのをこころよくおもわない同寺の僧たちを

やっとのことで説得して、フフホトにもちかえった。モンゴル語訳北京木版『ダンジョー

ル』は世界に3セットしかなく、しかもそのなかで印刷の状態がいちばんよく、内モンゴル

社会科学院の所蔵するもっとも貴重な文献のひとつになっている。ハヤンヒルワー寺院の

僧たちは、いまでも『ダンジョール』の返還をもとめているらしい。その根拠は、もともと

15年を限度としてかしだす、という証文（写真18）がのこっていることだ。

　食事のあと、スウェーデンのモンゴル・ミッションが1908年にはじめての本格的な拠点

をきずいたハローンオスにむかった。当時はシャンド・アドーチン旗に属したが、現在は

鑲黄旗の南に接するオラーンチャブ市化徳（Huade）県朝陽（Chaoyang）鎮にふくまれる。

宣教所のあと地は、はたけにうもれているので、土地にくわしいひとでないと、みつける

のは容易ではない。山西出身だという77歳の農民が案内してくれた。当地で病死したハン

ナ・カーレンの墓碑がランドマークとなっている。宣教所のたてものあとの場所もおしえ

てくれたが、バイカルさんの意見では正確ではないという。

　この日、最後におとずれたのはタイボス旗のグンボラグ・ソムにある、ハンギン・ゴン

ボジャブ（1921-1989）がこどものときにすごしたいえであった。ハンギン・ゴンボジャブ
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写真 17　アルタンゲレル師と筆者 写真 18　『ダンジョール』借用書



は北海道大学農学部を卒業したあと内モンゴルにもどり、デムチグドンロブ王の秘書をつ

とめた。国共内戦の末期にアメリカにわたり、オウエン・ラティモアの庇護のもとにモン

ゴル研究に従事し、インディアナ大学のテニュアの教授になった。バイカルさんのはなし

だと、ゴンボジャブは最初軍人になるつもりで日本に留学したのだけれども、呉鶴齢（Wu 

Heling）のすすめで学問のみちをえらんだ。わたし自身何度もおあいして、蒙疆政権時代の

出版活動の情況についておききしたことがあるし、同先生の編纂した辞書や会話書にはず

いぶんおせわになった。ハンギン・ゴンボジャブは、タイボス左旗の総管（アンバン）の家

系にうまれ、ちいさいときは、いまものこる総管衙門ですごした。ここはいま博物館になっ

ていて、ゴンボジャブ関係の資料が多数展示されている。博物館をでたときには、完全に

日がくれていた。邸内にモンゴル語の碑文があるというので、いってみた。バイカルさん

が携帯電話のライトをしたからあてると、文字がうかびあがった。「光緒15年の秋の最初

の月」とよめるので、1890年の碑文である。

　わたしが日本からもってきた地図のなかには、ちょうどこの地域で1939年に測図した

『寶源 察哈爾盟寳源縣・太僕寺左翼旗 （蒙古十万分一圖　西8行北5段 多倫 25號）』のコピー

があった。夜の食事のときに、となりにすわった郷土史家のひとにさしあげたら、とても

よろこばれた。

　この日は正藍旗にもどり、ドンド・ホトにとまった。

　8月12日（月）。シリーンゴル盟での調査の最終日である。朝食のときにホショーの議会

の幹部であるオヨーンダライさんから、むかしの駅逓路の情況や民国初期の地図について

の貴重な情報をえた。正藍旗のいわゆる文史資料のモンゴル語版の再版（3分冊）（Siluγun 

Köke qosiγun-u soyol teüke-yin matêrial-un emkidkel, 1-10, 1985-2008）をいただけたのも、あり

がたかった。

　ダライ・ラマ3世の寂滅の地であるジャガスタイ湖をおとずれた。『アルタン・ハーン伝』

には、ソナム・ギャンツォがジャガスタイ（Jiγasutai）で円寂したという記述がある。このジャ

ガスタイが、サインチョグトのうまれたジャガスタイではなく、サンギーン・ダライ・バル

ガスにあるジャガスタイ湖であるという説をつよく主張したのは、ほかならないバイカル

さんで、いまではおおくの研究者によってうけいれられている。湖のほとりに、かつては

ダライ・ラマをまつる寺、仏塔もあったという。

　湖のちかくの土地を漢人事業者がかいあげ、富裕者対象のコンドミニアムをたてた。地

元のひとびとは観光開発に反対したが、およばなかったという。

　午後、最後におとずれたのは、サンギーン・ダライ・バルガスのバヤンシル・ガチャーに

位置するホニチン（羊群）・ノヨンとよばれたアンバン・ラムスレンの邸宅があった場所で
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ある。スウェーデン人宣教師J. エリクソンがこの地でとったおおくの写真がのこされてい

るという。ジャンゴー（ǰangγuu）とよばれる草（オナモミ）がたくさんはえている。この草は、

とげのある実がくつしたやズボンにひっつきやすく、往生した。

　夕方シリーンホトへもどり、翌日の朝の飛行機で北京へとび、夕方にはモンゴルのオラー

ンバータルに到着した。

　今回の調査では、スウェーデンのモンゴル・ミッションの活動拠点だけではなく、代表

的な仏教寺院、さらにはチャハルを代表する文人、学者の生誕の地をおとずれることがで

き、短期間ながら、とても充実していた。このような日程を可能にしてくれたバイカルさ

んにあらためて感謝の意を表したい。

（付記　本稿は、科学研究費補助金による課題「内外モンゴルの外邦図の歴史学的研究」［課

題番号18K00990、研究代表者　二木博史］および「スウェーデンモンゴルミッション研究」

［課題番号18K00080、研究代表者　都馬バイカル］による研究成果の一部である。）

2020年3月

－ 213 －


